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1．はじめに 
 世界各国の大都市では，エネルギー消費量の増大，

人工構造物の高密度化，地表面被覆状態の変化といっ

た様々な要因により，都市圏の高温化現象が急速に進

行している．この影響で夏季には熱帯夜，真夏日の増

加，冬季には大気汚染悪化といった問題が引き起こさ

れている．都市の高温化を抑制し，大気熱環境を保全

することは，快適な生活空間を創生する上で重要な課

題である． 
 都市高温化の根本的解決にはエネルギー消費量の削

減等，人類の活動を制限することが絶対条件であるが，

一方で様々な対策が模索されており，対策のひとつと

して自然現象である海風を利用することが注目されて

いる．海風は晴天日の日中に日射の影響による熱的循

環によって発生し，海上の冷たい大気を輸送すること

で沿岸域の高温化を緩和する効果を有している．福岡

平野はその地形的要因から年間を通じて高い頻度で海

風が発生することが知られており，海風の利用は都市

圏の高温化対策として有効であると考えられる．しか

しながら，海風が福岡都市圏の大気熱環境に及ぼす影

響についてはほとんど研究が行われていないのが現状

である．海風の緩和効果を定量的に評価することは，

都市圏の高温化対策を議論する上で大変重要である． 
 著者らは，福岡都市圏における気温の空間分布を明

らかにするため，2003 年夏季から長期にわたって多点
同時観測行い，ヒートアイランド現象の事態解明を試

みている．本報告では 2003年，2004年の夏季および冬
季に得られた福岡都市圏の気温と海風のデータをもと

に，海風侵入と気温変化の関係について検討した． 
 
２．観測について 
 2-1 気温データ 
 気温の観測地点として，福岡都市圏の小学校 71 校と
九州大学農学部付属福岡演習林が所有する百葉箱を使

用した．各観測点に様々な確認項目を設けることで，

観測誤差が小さくなるよう留意した．71 観測地点は約
4km2(2km×2km)に 1 個の割合で，建物が密集する都心
部から郊外にかけて一様に分布している．図-1 は福岡

都市圏の地形およびデータの取得地点を示しており，

丸印は温度計設置地点を示している．本論文における

解析期間は，夏季は 151日間，冬季は 181日間である．
データ取得間隔は 2004 年冬季は 10 分間，それ以外の
期間は 5分間に設定した． 
 
2-2 風データ 
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      ●    ：  気温データ観測地点 △：太宰府 AMeDAS
 
図-1 福岡都市圏の地形およびデータ取得地点 

      ◇：福岡高速道路気象観測所 

 
表-1 海風発生日抽出条件 

1

各月の最も早い日の出時間を基準とし，その時刻

から 1900JST までの内に 3 時間以上連続で
WNW~NNE方向の風が吹いていること． 
0200JST~0500JSTにWNW~NNE方向の風が占める
割合が 1/3以下であること． 
0500JST~1200JSTの降水量が 1時間あたり 2mm以
下かつ積算値が 4mm以下であること． 
0600JST~1300JSTの全天日射量の積算値が夏季は
9MJ/m２以上，冬季は 4MJ/m2以上であること． 
ータとして，福岡高速道路気象観測所(MOFUE)の 3
と大宰府AMeDASで観測されたデータを使用した．
の◇は MOFUE(地点 K，L，M)を示し，△は太宰

MeDAS(地点 N)を示している．地点 K，L，M，N
ぼ海風の侵入方向に並んでいる．得られた風向・

データは，太宰府 AMeDAS では 10分値，MOFUE
1分値である． 
-1 に海風発生日抽出条件を示す．抽出には福岡管

象台において取得されたデータを用いた．これら 4
条件すべてを満たした日を海風発生日と定義した．

結果，海風発生日は夏季 151日中 62日，冬季 181
48日存在した． 



3．結果と考察 
海風の侵入状況と都市圏への影響を評価するため，4

つの観測点において風向・風速および気温変化を観測

し，その関係を検討した．なお気温変化については，

MOFUEの3つの観測点それぞれから最も近くに存在す
る小学校で観測されたデータを用いた． 

 図-2 は，夏季の海風発生日の一例として，2003 年 8
月 2日の観測点 K，L，M，Nの 0900JST~1800JSTにお
ける風向，風速，気温の経時変化を示したものである．

各地点の図中，上のグラフは風ベクトルを 1 分間隔で
表したもので，上向きを南の風としている．下のグラ

フは気温の経時変化を表している．両グラフとも横軸

を時刻(JST)としている．福岡平野における海風の主な
風向は北から北西寄りであり，陸風の主な風向は南か

ら南東寄りであるので，風向が南寄りから北寄りに明

確に変化した時刻が海風侵入時刻と考えられる．各観

測点の気温は 0900JST から上昇を続けているが，海風
が侵入すると同時に気温が低下している．この日の天

候は晴天であり，気温低下に日射量の変化は影響して

いないことが確認されている．特に沿岸域における効

果は大きく，海風侵入から 60 分間で約 4℃気温が低下
している．N地点は海岸から内陸 23km地点に存在して
いるが，そのような内陸域においても海風による緩和

効果が発揮され海風侵入から 60 分間で 2℃程度の気温
の低下が見られる．気温低下が収まった後も海風が侵

入している間は気温上昇が抑えられている． 
図-3 は，冬季の海風発生日の一例として，2004 年 1
月 10 日の観測点 K，L，M，N の 0900JST~1800JST に
おける風向，風速，気温の経時変化を示したものであ

る．各グラフが表すものは図-2 と同様である．各地点

の気温は海風侵入直後の 10分間に大きく上昇し，その
後，気温上昇は止まりほぼ一定を保つ．また午後の日

射が低下する時間になってもこの気温を維持する．こ

れは冬季に多く見られる現象であり，海風侵入時の気

温は日射の影響を受けずに長時間持続する．このこと

から都市圏の気温は海風の温度に依存していると考え

られ，冬季の海風は気温を一時的に上昇させるものの， 
それ以上の高温化を防ぐ効果を持つ．冬季の海風発生

メカニズムは未だ不明な点が多く，今後の研究で解明

を試みたい． 
 
4．まとめ 
 福岡都市圏において気温および海風の風向・風速の多
点同時観測を行い，海風が都市圏の大気熱環境に与え

る影響について検討した．夏季においては沿岸域，内

陸域ともに大きな緩和効果が発揮され気温が低下する

ことが確認された．冬季における都市圏の気温は海風

の温度に依存する傾向が見られる．海風侵入によって

一時的に気温は上昇するが，それ以降の気温はほぼ一

定値を取り，都市圏の高温化を緩和される．夏季，冬

季ともに内陸 23km 地点まで海風が侵入し，その緩和効

果を発揮することが確認された． 

 

図-2 K， L，M，N 地点における風向，風速，気温 

        経時変化 (2003 年 8 月 2 日) 

図-3 K， L，M，N 地点における風向，風速，気温 

        経時変化 (2004 年 1 月 10 日) 
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